	A.O.M
	S.G.M

	
	


東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・理事長の携帯の電話番号が変更になったことにより、ＰＨＳ番号の一覧が改訂になりました
ので、各自で確認お願いします。

・薬局より、当院採用品の「ランソプラゾールカプセル（15ｍｇ）」に加えて、ランソプラゾー
ルＯＤ錠（30ｍｇ）が採用になりました。（当面は、経管投与を行っている患者限定です）

理由は、経管投与をしている患者に対し、胃潰瘍予防の目的で、ランソプラゾールカプセル（15）
を投与しようとすると、カプセル内の粉が注射筒やチューブを詰まらせる危険性があるからで
す。一方、テレビＣＭでもおなじみになった、「ＯＤ錠（口腔内崩壊錠）」は唾液や水に溶け
易くする工夫がしてあるので、チューブ等を詰まらせること無く投与を行うことが出来ます。
しかし、取扱には次の注意が必要です。

1）比較的吸湿性が高い。

2）薬の成分の微粒子は完全に溶けない。

従いまして、上記2点を考慮すると1）分包調剤しないでヒート包装のままセットする。2）用事調製し、溶かしたら、微粒子が残らないように良く振って投与するとなります。以上、スタッフへの周知をお願い致します。

・14時に新しい医師が病棟視察に来ます。

＜患者様連絡事項＞

・菅野　勝利様～午前に合併症室からBユニット1号室へ移動しています。トイレやホールへの

　　　　　　　　移動時は注意して観察行って下さい。

・木村　格治様～検査目的で国立病院機構八戸病院へ外出しています。検査結果（胃カメラ）

　　　　　　　　は異常ないとの事でした。アルサルミンの内服ですが、受診先の医師より頓服は16時から17時の訴え時に内服しても良いという指示をもらって来たそうです。主治医より許可を貰っています。

＜安ヶ平Dr診察＞

・高橋　礼子様～左足第5指については、骨折所見は無い為様子観察して下さいとの指示あり。

　　　　　　　　又頭部裂傷の処置は本日で終了となります。予測指示の導尿は14日間継続で

　　　　　　　　指示がありました。

・中居　松男様～診察で眠れなかったと訴えあり、就寝時の臨時薬にハルラックが追加され、処方となり、次回より定期薬になる予定。睡眠状態の観察もしていきましょう。

・赤坂　順市様～明日大部屋への移動検討を行って下さい。移動指示箋は頂いています。

　　　　　　　　間食については、糖尿病があるため、少量位なら摂取してもいいとの事です。

　　　　　　　　自己管理はむずかいいため、適切なおやつのカロリ－となるよう、スタッフ

1回量を確認していきましょう。

・菅井　浩子様～リントン注射が昨日で一旦終了。引き続き、精神状態に注意して経過観察していきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・池野　功一様～本日、朝食の配膳時に突進してくる事あり。スタッフ数名で配膳を行ってい

る。服薬時も唾掛け、粗暴行為があり。スタッフ数名で対応し、服薬させている。昼前には奇声（カーやキー）と叫ぶ事や、昼食はお膳をひっくり返し

不食している。主治医に上記内容報告し、食事や水分取れていないこと

から、点滴)①ソリタT3　500mlリントン(5)2A+アキネトン(5)1A

②ヴィーンＤ500ml指示あり。

点滴施行中は、点滴ラインの自己抜去のリスクが高く、体動は激しく、

安全に点滴施行できないことから四肢・体幹の身体拘束の指示あり。

また、なるべく経口から水分摂取を促し、水分がとれるようにする事。

各勤務帯でバイタル測定を行い、排尿状況も出来る限り確認をするように

してください。精神状態の観察と水分・食事・服薬状況の確認も行い、

患者様の対応は、スタッフ数名で介入していきましょう。

・清水　徹様～20:00～8：00の時間隔離に変更し1週間経過します。開放中や夜間の問題行為は見られず。依然服薬時にためらう事があるも攻撃性はない。明日隔離解除の方向で、主治医と話し合っていきましょう。

・和田　昌様～最近、気分高揚あり。以前は周囲に対して反応する事はないも、最近反応する事

あり。今後、多弁や不眠などの症状があるため日中の状態観察を行い、他者ともトラブルにならないよう、介入していきましょう。

